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編入 者 再入学者 言十
ぷ口当、 計
文学 部 240 244 5 5 249 
教育 学部 70 74 9 9 83 
法学 部 410 412 4 4 417 
経 済学 部 270 268 6 6 2 3 277 
理 学 部 326 326 1 327 
医学 部 100 102 102 
薬学部 80 88 2 2 90 
工学 部 l 060 1 060 3 7 10 6 6 l ,076 
農 学 部 325 330 331 












外国人留学生 再入 進学 外国人儒学生研究科
国資 本ムfl(
i「＇；－ 号ロI 学者 ノl、；n者 小計 合計国費私費 国費私費
文学研究科 57 3 3 63 4 1 2 7 56 2 58 65 
教育学研究科 21 22 13 13 13 
法学研究科 58 4 6 68 2 3 14 3 18 21 
経済学研究科 17 2 7 26 2 2 5 16 6 22 27 
理学研究科 201 6 208 9 2 1 12 97 3 100 112 
医学研究科 125 lJ 139 139 
薬学研究科 50 2 1 53 14 14 15 
工学研究科 617 2 16 635 13 7 16 36 72 1 6 79 115 
災学研究科 161 7 4 172 10 12 6 28 38 4 3 45 73 
研人間 ・究環境学科 46 46 










l~l 議口 占能 ア マー
5 月 18日 iょうた郎教 J受向坂正発 国際政治における南北問題
5 月 251 粍済研究所長佐和l陵光 地球球場11：留の政治経済学
6 fl 1 日 i去宇部教 J霊木村雅 H討 法）JとJI＇訴）Jのはざまで インドの政治
6 月 8 日 ti Cf：部教授西村博行 ;;i~. 災付！日11~ バングラデシュの経験から





申込締切日 5月11日 （）J) 
＊水曜講義
日中l議日 .~＇！｝ 日m ア マー
5 月 20日 食料科’YオiJf究所長鬼頭 誠 食料成分の生命科学
5 月 27LI 教 if＇｝： 部教 J長 坂野 ヌ5ヨLミ かくれfこIi'平IJきとイi脳
6 月 3 口 文学 i~il 教 J霊喜志哲雄 シェイクス ピアと嘩lj中嘩lj
6 月 10日 理学部教疑問 l:I 利点 重点人線における協）Jと£）藤解決
6 月 17日 大相）計算機 長谷川平lj 治センタ ー 長 計算機はや1Jの役に立っか
r刃k三ー・ 員各講義120名
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0申込方法
① 月曜講義，水曜講義の別々に往復はがきで下記の申込先へ申し込むこと。申込はがきには，住
r~r ・氏名 ・ 電話番号を記入すること 。 なお 水曜講義の場合は受講希望日を必ず記入すること。
（返信はがきにも住所 ・氏名を記入すること。）
② 申込者が定員を趨えた場合は，抽選により受講者を決定する。























































。 i車合王国 ヨーク大学SB. Saul 学長夫妻他
］：名米正予：，総長と懇談








は，第 1類第 1種（海外派遣）22名，第2種 （海外からの学者招へい） 13名，第4種 （大学行政上の渡
航ls r, （延数）及び第4種 （大学問協定校との交流） 1名で，それぞれ次のとおり であった。
1.第 1類第1種 （海外派遣研究員）
本学教官が専攻する学問分野等について研究・調査のため，海外に派遣される場合に，助成金 （往復
航空貨及び滞在費） を交付するもので，派遣区分は， 6か月， 3か月， 1か月，若手研究者 （概ね l
年）がある。
i辰泣灰分 所属部局 ｝俄名 氏 名 派 込E 国 fr}f 究 題 日
オランダ ・デンマー
教育 学 部 助教授 氾 紀夫 ク・ドイ jツ：カ述合邦衆共国和 臨床教育学の理論と方法国・アメ l
6か月 工 ：白、子ソ 部i助教J受 荻原良道 連合ヱ図 新しい画像処理法を用いた傾斜行内気泡流に関する国際共！日j研究
人文科学研究所 助教J受 冨谷 至 連合王国 ・スウェーデ 海外所蔵の中国間土文学資料の研ン 究
経済学部 教授 尼崎芳治 連合王同 近代イギリス経済史・ 経常史にl羽する研究調査




ぷ4 学 部 助教J受 * 順 一 カナダ・アメリカ合衆 高等植物多糖の術造と機能に闘す国 る研究
ウイルス研究所 助手 柳川伸 一 アメリカ合衆国 形態形成因子 Wnl遺伝子併にl羽する分子生物学的研究
¥1ミ 学 剖l教 J受 呑丙 t主 迷子干王国・ドイツ述fl 欧州統合と EC榊成図の対外的機共和国他 自E
ドイツ連邦共和国・
i去 寸ュョー． 剖l教 J霊 ｜阿部！m故 チェコスロノfキア ・ハ 東欧諸国の慾法改革
ンガリー他
理 二弘喜一 音！I 助教J霊 十＇／.~ 柳研 アメリカ合衆国 高スピン巨大変形伎の構造に関する研究交流
第32同 ENCでの研究発表及びア
理 寸＝一． 部 助教J受 赤坂 一之 アメリカ合衆国 メリカ合衆国のノースカロライナ
大学等における講演と研究討議
医 学 剤l教 J受 庖川浩 平 アメリカ合衆国 第8回国際人類遺伝学会出席益ぴに解剖学に関する研究調査
ブルカ一査社、Pの NMR 装置のiRIJ ~'tz技
薬 ’ず： 告！I 助教綬 1:.¥ HI 義弘 スイス ・ドイツi!l邦共 術の調 整待i'.びに生態物の和国・連合王国 スベクトロスコピーに関する第4
回ヨーロ ァパ会議出席
1か月 スウェーデン ・チェコ 流動分商法による微粒チ符測定に工 学： 部i助手 森 IJt 維 スロパキア・述合王
国・オランダ 関する研究調査
民tfU 学： 古昔 教 J受 1写本 JI: ドイ ツ連邦連合共和l国 ・べ 動物生殖生理学及び生殖形態学にルギー・ 王国 関する研究
教 4幸 部 教 J受 lλ 藤道雄 ドイ ツ連邦共和］国 マリア崇敬の系譜に関する研究






研究 助教授 須藤 靖 アメリカ合衆国 ン の研究会における講演及び銀i可の速度場についての共同研究
経済研究所 教授 今 井 H首級 アメリカ合衆国 ・カナ 交渉ゲーム分析の共同研究ダ
法 寸主主Zー 剖i助教授 唐渡晃弘 フランス フランス政治外交史研究
研若究手者 啓司 こP子~ 剖1 議日i 図府覚司 ベルギー・アメリカ合 力岐学と系の退化特典点のまわりの分衆国 その応用についての研究
医 持寸Lー 部 助手 内藤嘉之 アメリカ合衆国 CRH Receptorに関する研究
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区分 受入部局 招へい学者名 国:r..所属機関及び、職i'r 研 究 題 目
経済学部 Paul R. Milgrom アメリドカ大合学衆・国 ・スタンフォ一 助教授 経済学企業組織と契約の経済分析
Hans Dankward ドイツ連邦共和国 ・ハイン 物理学 光励起状態のダイナミ yク理 学 剖l リッヒ・ハイネ ・テ・ュyセSchmid ルドルフ大学・教授 ス
Kristian ドイツ述ヂI共和趨国尚 ・？ ・1ク 趨応用大気物理学屯離層の構造と理 ザ－ 剖i ス ・プランク 層大気員物SCHLEGEL 理学研究所 ・七級研究 i時間変動の研究
工 q: 剖1Kenj i Okazaki アメリカ合衆国・ケンタッ 物理<fl全学粉体中の放電によるアキ一大学 ・教綬 モルファス合金の形成
イスラエル・テルアピブ大 土木工学次，水理学数複値断面lfl水路流
一 般 工
of: 部 Dan Naot 学 ・教授 れの 3 元;tL流の シミュレーンョン
農 学 fj) Edward Atkins 述合王国 ・ブリストル大 生体高分子学繊維状生体高分rの学 ・教授 構造と相互作m
農 さす 剖 Pongsak Sahunalu タイ・カセサート大学・準 森林生態学森林生態系における物教授 質生産機構の研究
フランス（カナダ庇－住助）・ 日本政治思処！＇.と 大川周明・問問幾教 養 剖l LAVELLE. Pierre モントリオール大学 教
J受 多郎の政治.＇；！.＇.似の研究
数理解析研究所 竹崎正道 アメリカ合衆国・ UCLA・ 作群作用素用環論 フォンノイマン環上の教J受
趨高層電波 Wiliam L. Oliver. アメリカ合衆国 ・ボストン レーダ一大気物理Cf: MUレーダー
研究センター 大学 －準教授 による中緯度電離閤擾青L現象の研究
文 学 剖1 。11,• 虹 中毒E人民共和l国・南y；｛大 中国文学 （賦， I古代散文）；.：・・講師
治研究手者 医 守..,, 空 部l 百午 小手事 中華人民共和国・掬I江省中 東洋医学気功術のl脳波及び事象関医薬研究院・医師 述l江位に及ぼす影響 、
木質科学研究所 笠U 一足 中学華人民材J共＆和国・東北林業 木材物理学 木材の肘1U咋能に関す大・ 工業系講師 る研究
3.第1類第4種（大学行政上の波航及び大学問協定校との交流）
総長及び総長が大学行政上特に必要と認めた者の海外渡航に対し，助成金を交付するものである。
所属・戦 1' 氏 名 WJ 間 渡航目的国 i!R 3、長且' 日 的
京都大学総長の代理として，アメリ
て ＇子ν 部 長 中川博次 3. 5. 8-3. 5.12 アメリカ合衆国 カ合衆就国マサチューセッツ工斜大学：の学長 任式に「＂＇席査 及び高等教Tf・
研究機関の実’附調








内凹芳男 3. 8. 1～3. 8. 3 大韓民国 関の 調査及び大学問学術交流に第 一 渉 長 関する打合せ
カナダ固におけるt匂等学教学育・研究機
総 長 西島安則 3. 9.14-3. 9.19 カナダ ｜刻の実情調2口~ 査及び大間術交流に
｜羽する打せ
カナダ カナダ国及びフランス固における高庶 務 剖i 長 高石道明 3. 9.14-3. 9.23 等教学育 ・研術究交機関の実す情打調査合並びにフランス 大間学： 流に関る せ
-283一
No. 427 京大広報
所属・職名 氏 名 期 間 渡航目的国 i釆 遺 目 的
カナダ・ケベァク州における高術等教
総 長 西島安則 3.10.2-3.10. 7 カナダ 育・研究機意関の実交情換視察及び学： 交
流に関する見
タ イ 東南アジア諸国における大学運営京都及事経理部情報処理 高野 1支 3.11.19-3.11.30 シンガポール び施東設に関する実情究視調査並びに課 長 大務所学 南アジア研 センタ一連絡インドネシア の管理状況等察
大学問協定校 （当分の問パリ第 7大学に限る）との交流により学者を受入れる場合に助成金（滞在
費）を交付するものである。
受人 部局 ｜招へい学者名 国名 ・所属機関及び職名 研究題日





























抽出には例年のごと く屑化無作為拍出法を採用した。学部学生からは男女とも10分の l （前回は
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区 分
項 目 標本学生数 回収数 回収率 （%）
教 益 E果 4主 男 チ 503 254 50.5 
~r- 部 専 l"l 5県 キ主 男 子 602 442 73.4 
全 学： 女 子 182 124 68. l 
学 部1 A口込 言十 1,287 820 63.7 
文科系 143 119 83.2 
修 士 諜 平宝





｜理科系 591 329 55.7 
大 学 院 .g 言十 1.861 1,415 76.0 
凡一千 Afl 大 学 院 総 言十 3, 148 2,235 71 .0 
3.調査結果の要約
王 な 項 学 部学生 大学： l淀 学生
所家庭の
j示 者H 府 下 11.3% 12.9% 
在地 近畿地方（京都府下を含む） 53.5% 52.3% 
家 庭
家計支持者の職業が俸給生活者 76.3% 71. l % 
家庭 の全 年収 （平 均値） 10,918,389円 9,742,567円
過去半年間にアルバイトをした者 84.4% 77.2% 
ア ルノミイト f史 衣食住，勉学費に使用した者 42.4% 70.3% 
途 上記以外に使用した者 56.9% 28.7% 
奨 学 金 戸3ι． 給 し て u、 る 者 23.5% 63.5% 
徒 歩 の み 14.7% 31.4% 
通 ，＝子． 
自 事長 事 41.2% 40.9% 
自 主j 通 学 -{j- 25.0% 19.8% 
イ主 居
尽 者I 市 内 居 住 者 81.1 % 87 .4% 
授 業 事責 コ＂r.内M＝ l時 [U] 3.61時間 6.711寺lf
勉 手：
自 予司 時 !Il 1.8時間 1.611寺lJ
諜外サークル 加 入 し て し、 る 73.3% 37.1% 
｛ 靖氏 庭 治、 ら（平均値） 90,100円 50,10019 
収（自宅入外通月学者額） アルバイト ・奨学金（平均値） 45,500円 95,400円
収入 金額 合計（平 均値） 138,700円 150.800円
剖i 屋 代 （平 均値） 35,900円 34,000円
文（自宅I±外i通月学者額） 
食 費 （平 均値） 40守300円 43' 300円
勉学：1(.書籍費合計 （平 均値） 8,300円 13,500円

















































































































Fl I.¥' 手成4年5月12fl （火）ー 1411 （木）
第 11 9 30-l 8 30 
第21 9・00-18:30 
第311 9 00-18 15 
場 所点都市国際交流会館（点行Irl1左京区粟田llt~J,-t;·町 2-1)
参加資絡制限なし。広く 一般の方々の参加を歓迎します。
(ilし，使用許諾は英語。l1i]I待通訳は付きません。）
参加料無料
申込方法その他シンポジウムについての詳細は、庶務部国際交流課（内線2019）又は国連大学
（〒150東京都渋谷区渋谷2-15-l 屯話03-3499-2828）に照会してください。
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